
 

 
心豊かに学び育む魅力ある学校づくりのための意見書 

 
 
学校現場では、ヤングケアラー対策や貧困・いじめ・不登校など解決すべき

課題が山積しており、子供たちの心豊かな学びや魅力ある学校づくりのための
教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。
個に応じた豊かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配教員の増
員や少数職種の配置増など、教職員定数改善が不可欠です。 
２０２１年の改正義務標準法成立により、小学校の学級編制標準は２０２５

年までに３５人に引き下げられ、中学校においては２０２６年度から段階的に
引き下げることとなっています。今後は３０人以下学級へのさらなる引下げが
求められています。 
また、特別支援を必要としている児童生徒が年々増加しており、特別支援教

育支援員の配置を求める声も多くなっていますが、配置のための財政措置が課
題となっています。また、特別支援学級の学級編制基準が８人となっています
が、特別支援学校の学級編制基準の６人より多くなっており、豊かな教育の実
現のためには、学級編制基準の引き下げが課題となっています。 
よって、国におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治

体が計画的に教育行政を進めることができるよう、下記の措置を講じられるよ
う強く要請します。 
 

記 
 
１ 段階的に３０人以下学級を実現し「基礎定数」を改善するとともに、多様
な教育ニーズに応えられる「加配定数」を改善するなど、「教職員定数」を改
善すること。 

 
２ 特別支援学級における編制基準を現在の「８人」から「４人以下」に引き
下げること。 

 
３ 特別支援教育支援員の配置に係る国庫補助制度を創設すること。 
 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
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